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平成 30 年度の本学サバティカル研修の資格を得て、2018 年 10 月半ばから 2ヶ月間、私は






















①　金属丸棒系　・ The Polytonal Percussion多調性打楽器
（写真 1）
②　 金属平棒系　・ The Rotating Whistler回転式口笛打楽器
（写真 2）
 ・ The Crosses十字型打楽器
③　金属平板系　・ （名称無し）5つのスタンドベル（写真 3）
④　ガラス棒系　・ The Cristal Baschetクリスタル・バシェ
（写真 4）






 バシェの音響彫刻の可能性を探る―その 4― 33
⑤　弦系　・ The Strings弦打楽器（写真 5）
 ・ The Voice Leaf声の葉





































 ・ 学校のチャイム（写真 14）
③　演奏用楽器として　・ The Cristal Baschetクリスタル・バ
シェ（写真 15）
 ・ The Rotating Whistler回転式口笛打
楽器
 ・ The Polytonal Percussion多調性打楽
器
 ・ The Voice Leaf声の葉
④　教育用音具として
・ Palette Sonores　パレット・
















写真 16　パレット・ソノール 写真 17
写真 18
 バシェの音響彫刻の可能性を探る―その 4― 35
②　 The Double Spring （2つのバネ）（写真 18　奥）
左右に 2つのバネがあるほか、6本の長さの異なるまっすぐな金属棒、
1つの平棒の混合型で、1台でいろいろな音を組み合わせられる。
③　The Strings （弦）（写真 19）
台形の金属枠に、8本の金属弦が張られている。弦の長さにより音のピッ
チが異なるが、正確な音階にはなっていない。
④　The Cristal （クリスタル）（写真 20）
6 本のガラス棒を、水で濡らした指の腹で柔らかく擦ると、透明な音が
得られる。振動を伝える金属の縦棒の長さによって、音のピッチが異なる。






























写真 24 写真 25
36 バシェの音響彫刻の可能性を探る―その 4―






























ワークショップは 2回あり、まず 1クラス目は 5～ 7 歳ぐらいの 25 人。建物の外で、教室
へは静かにそーっと入ってくるように指示されていた子どもたちは、好奇心にそそられながら
写真 26






















































































11 月末には、イヴリー・シュル・セーヌ Ivry sur Seineという






























































兄弟によって考案されてから、ジャン・コクトーの映画「Testament of Orpheus」（1960 年）
に使われたり、黒澤明監督の「どですかでん」（1970 年）の中で、作曲家武満徹が用いたりした。
その後も改良を重ね、1970 年代後半にほぼ現在の形に定まった。



































































1） バシェの教育音具パレット・ソノールPalette Sonores を用いた音楽教育の実践 









それらを使った新しい芸術創造をめざす。2020 年は 1970 年大阪万博から 50 周年のメモリ
アルイヤーでもあるので、11 月ギャラリーアクアにて「バシェの音響彫刻　特別企画展」
の開催を予定している。ここでは、本学および東京藝大で修復・復元されたバシェの音響










 　2013 年、2015 年、2017 年にバルセロナから、フランソワ・バシェの最後の弟子マルティ・
ルイツ氏が来日し、計 5基の音響彫刻の修復・復元に携わったことで、まず日本とバルセ
44 バシェの音響彫刻の可能性を探る―その 4―
ロナの間に信頼関係が築かれた。そして、このたび私がサン・ミシェル・シュル・オルジュ
のバシェ工房に 2ヶ月滞在したことで、日本側とフランス・バシェ協会の人々やバシェ遺
族との親交が一層深まった。これからはフランス、バルセロナ、日本の 3つのバシェ・グルー
プが協同して、バシェの音響彫刻を守り、新しい芸術創造へつなげていこう、そのために
はお互いにさらに交流を深めていこう、という提案が、フランス・バシェ協会からなされた。
―　おわりに　―
2016 年度から「バシェの音響彫刻の可能性を探る」活動を始めて、今年度で 4年目になる。
最初の 3年間、私個人でチャレンジできることは、だいたい実施できたのではないかと思って
いる。今年度からは芸資研に軸足を置き、芸術的遺産の保護という観点を重要視すると同時に、
さらに広い視野と深い洞察を備えた、新しい創造活動を行なっていきたい。また音楽教育、芸
術教育の分野で、既成概念にとらわれない自由でしなやかな提案をしていきたい。
バシェ工房滞在の日々を振り返り、たくさんの人々にお世話になったことを今あらためて思
い起こすが、特にフランス在住の日本人、宮崎千恵子さんと千葉恵子さんには、言語の面でも
精神的な面でも、大事な時にはいつも助けていただき、大きな支えとなった。この場を借りて、
もう一度感謝の意を伝えさせていただきたい。
最後になりましたが、2018 年度サバティカル研修を許可してくださった審査委員長の鷲田
清一本学元学長に、心より御礼申し上げます。
（京都市立芸術大学教授　岡田加津子　専門／作曲）
